
Ｑ）『情報発信力の強化』、『デジタル化に
よる各種行政サービスの効率化・簡略化』、
『利便性の高いサービス提供体制の構築』
を目指し、また、市の様々な取り組みに対
する市民の関心を高めるためにも、LINE公
式アカウントを導入してはどうか？
Ａ）LINEは、「無料通話アプリ」と呼ば
れる「コミュニケーションツール」で、
LINEと連係したシステムを導入すること
により、利便性の高い行政サービスや情報
発信が可能となるため、各種情報発信や行
政サービス等への活用には有効なものと認
識している。公式アカウントの導入につい
ては、現在LINEと連係したシステムを含
め、導入に向けた検討を行っている。

　LINEは国内の利用者が8,600万人
を超え、2019年の４月時点で600以

上の自治体が公式アカウントを導入し
ています。紙媒体とは異なり、リアル
タイムでの情報発信が可能で、災害時
や緊急時の情報伝達アイテムとして優
れており、情報の拡散スピードも紙媒
体とは比較になりません。市政一般、
イベント、子育て、防災防犯、新型コ
ロナ関連情報など、様々な情報の中か
ら必要な情報を選んで受け取る事もで
きます。また、様々な情報を発信する
だけではなく、市への問い合せ、証明
書等の申請、各種払い込み等のサービ
スを提供している自治体もあります。
住民サービスの向上に大きな効果を発
揮することが期待できるとともに、職
員の業務削減にもつながることから導
入を提案したところ、執行部から『前
向きに導入の検討を進める』との回答
をいただき、追加議案として提出され
た補正予算の中に予算計上されました。
　現在、LINE株式会社が海外拠点で
利用者の個人情報を扱っていたことが
問題となっていますが、今後改善され
るとのことであり、市としてはその動
向を注視しながら導入時期を判断する
ことになりそうです。

　令和３年第１回館山市議会定例会が２月25日か
ら３月23日までの会期で開催され、一般質問では、
「館山中学校新校舎の建て替え、第二中学校と第三

中学校の統合等について」、「学校再編について」、「LINE公式アカ
ウントの導入について」など、４項目について質問しましたので、
令和３年度予算の概要などと併せてご報告させていただきます。

Ｑ）館山中学校新校舎の建て替えの進捗状
況は？
Ａ）令和２年度に実施設計を行ったところ
であり、令和３年度には現校舎の解体工事
を行い、令和４年度から新校舎の建築工事
に入り、令和６年度中の供用開始を予定し
ている。

　平成26年６月に第三中学校校舎の
耐震強度不足が判明して以来、ほぼす
べての定例会の一般質問で登壇し、生
徒と教職員の安全を確保するため、早

急に校舎を建て替えること、そして、
統合を視野に入れ、生徒と教職員を１
日も早く安全な学習環境に移動すべき
であると、強く求めてきたところであ
りますが、令和２年度末に新校舎の実
施設計が完了し、令和６年度中には館
山中学校の新校舎が完成する見込みと
なりました。
　また、令和３年４月から第二・第三
中学校が統合され、館山中学校として
新たなスタートを切り、市内すべての
児童生徒、教職員のみなさんが安全な
環境で学校生活を過ごすことができる
ようになりました。学校環境における
安全対策がこれですべて万全となるわ
けではありませんが、ようやく一安心
できる状況になりました。
　これまでの教育委員会からの回答で
は、令和６年４月から新校舎への移動
を目指しているとのことでしたが、校
舎の規模が大きくなっても予定通り新
校舎に移動できるのか確認したところ、
統合による生徒数の増加に伴い校舎の
規模が拡大したことで工事が長期化し、
令和６年度初めからの供用開始は厳し
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